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研究報告書
「（研究課題名）」
研究タイプ：通常型／大挑戦型

研究期間：　平成○年○月～平成○年○月
研 究 者：　○○　○○

１．　研究のねらい
１０００字未満で簡単に分かり易くまとめてください。公開項目です。
※大挑戦型研究課題については、大挑戦型として取り組む、挑戦的な研究項目がわかるように明記してください。

２．　研究成果
さきがけ研究３年間で得られた研究成果について、概要と詳細に分けて記載ください。図、表、写真等を含めて構いません。「５．主な研究成果リスト」を参照してください。公開項目です。非公開の成果等は２＊．に記載ください。
	（１）概要

	１０００字未満で記載してください。



	（２）詳細

	・これまでのさきがけ研究期間における研究進捗状況及び研究成果を記載してください。
・大挑戦型研究課題については、大挑戦型として取り組む挑戦的な研究項目に対する進展がわかるよう記載してください




２*．　非公開の研究成果
さきがけ研究３年間の間に得られた、まだ公開する段階にない研究成果について、本項に記載してください。他の項目と重複する部分の記載は不要です。非公開項目であり、研究報告書を公開する際は削除します。
３．　今後の展開

３年間のさきがけ研究結果をふまえて、残りのさきがけ研究期間（４年目、５年目）における、今後の研究の展開について記載してください。公開項目です。
３*．　非公開の今後の展開

本研究が将来的な社会実装に繋がるために必要な展開（シナリオ）とおおよそのタイムスパンを記載してください。非公開項目であり、研究報告書を公開する際は削除します。
４．　評価

（１）自己評価

（研究者）
・研究成果等の目的達成に向けた、研究の進捗状況及び今後の見込み、研究の進め方（研究費執行状況及び研究実施体制）、その他領域独自の評価項目に基づいて、研究者自身の評価を簡潔にまとめてください。
・大挑戦型研究課題につきましては、研究課題の「挑戦性」を踏まえた自己評価を行ってください。公開項目です。

（２）研究総括評価（本研究課題について、研究期間中に実施された、年２回の領域会議での評価フィードバックを踏まえつつ、以下の通り、事後評価を行った）。

（研究総括）
・研究成果等の目的達成に向けた、研究の進捗状況及び今後の見込み、研究の進め方（研究費執行状況及び研究実施体制）、その他領域独自の評価項目に基づいて中間評価を行い、評価結果及び今後の展開への期待を記載してください。
・大挑戦型研究課題につきましては、研究課題の「挑戦性」を踏まえた評価を行ってください。
公開項目です。

この評価結果は、「領域活動・評価報告書」の「６．評価結果」へ転記してください。

５．　主な研究成果リスト

本研究課題に関連して研究者主導で得られた成果について、代表的なものを中心に各項目５つ程度を目安に記載してください。ただし、特許については、本課題の成果であれば全て記載してください。公開項目です。２０１５年６月時点での公開を希望しない成果は、その旨記載してください。

※論文は、２０１５年３月末までにアクセプトされたものであれば、in press（印刷中）でも構いません

※特許の場合、通常、出願情報が公開されるのは出願日から１年半以降です。それ以前に公開する場合は出願人にご確認ください。

（1） 論文（原著論文）発表

	1. 著者. 発表論文タイトル. 掲載誌名. 発行年, 巻号, 始頁-終頁, その他

	2.

	3.

	4.

	5.


（２）特許出願

研究期間累積件数：　△件
1.

発明者：　魁　太郎

発明の名称：　○○○

出願人：　○○大学

出願日：　201４/1/1(非公開希望)

出願番号：

（３）その他の成果（主要な学会発表、受賞、著作物、プレスリリース等）
別紙　研究の進め方について
１．研究費執行状況

１）執行状況（第５年次以降は当初予算額）

	直接経費

（千円）
	第１年次
	第２年次
	第３年次
	第４年次
	第５年次
	第６年次

	物品
	
	
	
	
	
	

	旅費
	
	
	
	
	
	

	人件費
	
	
	
	
	
	

	その他
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	


総計：○○千円、内、当初計画からの増額○千円　　※増額無しの場合は、その旨記載。
２）研究費の主な使途及び効果について記載ください（購入機器が有効利用された、等）。
３）当初計画から増額措置があった場合は、その理由及び効果を詳細に記載ください。

２．研究実施体制

１）体制（第５年次以降は予定）
	人数
	第１年次
	第２年次
	第３年次
	第４年次
	第５年次
	第６年次

	研究補助者
	○名
役割：
	○名
役割：
	○名
役割：
	○名
役割：
	○名
役割：
	○名
役割：

	学生
	○名
役割：
	○名
役割：
	○名
役割：
	○名
役割：
	○名
役割：
	○名
役割：


※役割は以下より選択：
（A）研究データの収集、解析

（B）研究機器の組み立て、操作、実験、測定、設計、加工

（C）実験器具の洗浄

（D）実験動物の飼育、管理

（E）その他の研究補助業務
２）本さきがけを通じて実現した、さきがけ研究領内外の研究者や産業界との連携について記載ください
（中間評価・研究者用）





公開を前提に作成してください。（非公開項目以外）


様式のレイアウト等は変更しないでください


A4たて、上下左右とも30mm余白、段落前後の間隔：0mm、行間：1行


フォント：	MS Pゴシック 10.5pt　サイズ：３MB以内（カラー可）





公開





該当しない方を削除してください。





記載例


２研究成果


（１）概要





（２）詳細


研究テーマA「●●の基盤技術の確立」





研究テーマB「●●の開発」





非公開を希望する場合はその旨記載。





非公開
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エラー! 参照元が見つかりません。


